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図 6:-不純物アンダーソンモデルの一粒子励起 図 7:-不純物アンダーソンモデ
スペクトルの温度変化 【161. ルの磁気励起スペクトルの温度変
化 【16】.
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図 12:tによってパリティー分裂のあるモ 図 13:混成の大きさがパリティー依存する
デルの有効ハミルトニアンのパラメータと モデルの有効ハミルトニアンのパラメータ
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